




















































て明らかにすることである。　前立腺がんで放射線組織内照射後の患者を対象に EPIC と MAC によるア
ンケート調査を使用し、治療後 1・3・6・12・24 か月の経過で縦断的に調査を実施した。その結果、排尿・
排便・性機能および、がんの心理的適応（MAC: 前向きな態度、絶望的態度、予期的不安、運命論的態度、
回避的態度）の各項目において、治療後 1 か月から 24 か月の間に有意な差が認められたのは排尿機能のみ
























































4 点の 4 段階で求めた。





















対象者 年齢 告知の有無 配偶者の有無 職業の有無
A 76 有 有 無
B 65 有 有 無
C 77 有 有 無
D 74 有 有 有
E 71 有 有 有
F 73 有 有 有
G 71 有 有 有
H 68 有 有 有
I 64 有 有 有
J 72 有 無 無
K 76 有 無 無
L 72 有 有 無
M 62 有 有 有
N 56 有 有 有
O 64 有 有 有
　排尿・排便・性機能およびMACの24か月にわたる経














df= 4 ，P=0.039）。排尿機能の 1 ～24か月間の間の多重
比較についてはWilcoxsonの符号付順位検定を行い、そ






月後が最も機能状態が悪化しており 3 か月から 6 か月に
かけて改善していることが明らかとなった。1・3・6・
12・24か月間での有意差を検定するFriedman検定では、
治療後 1 か月後と 6 か月後では有意に機能が改善してい
た。排尿機能の低下は、患者の活動性やQOLに影響す








表 2 .各項目の平均値の経時的変化 M±SD　n=15　　　　　
項目 1 か月後 3 か月後 6 か月後 12か月後 24か月後
排尿機能
（ 0 ～100）
73.9±22.8 85.4±15.2 88.5±14.6 82.7±20.4 85.7±18.8 
排便機能
（ 0 ～100）
76.8±20.2 79.4±24.9 87.8±11.7 80.1±27.3 87.6±12.7
性機能
（ 0 ～100）
 5.2±5.9  7.2±11.3 12.7±18.5 11.9±16.9 15.6±13.0
前向きな態度
（16～64）
50.5±7.7 51.5±8.3 53.3±5.6 50.3±9.0 48.2±8.6
絶望的態度
（ 6 ～24）
 8.4±3.6  9.5±3.1  7.9±2.1  8.5±2.4  9.3±2.8
予期的不安
（ 9 ～36）
21.3±3.5 22.1±4.7 22.8±5.0 22.4±4.5 23.1±5.7
運命論的態度
（ 8 ～32）
20.4±2.9 19.7±4.0 21.2±5.1 18.9±3.5 20.4±2.8
回避的態度
（ 1 ～ 4 ）
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